
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 2022年2月3日

派遣決定番号 291K

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 野田　義和

担当者部署 連絡先電話番号 06-4309-3111

担当者役職 総括主幹 担当者氏名 木村　諭史 連絡先E-mail

住所

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

派遣日 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分） 活動時間（分）

３－１．活動 2022年1月28日 14時00分 17時00分 30 150

３－２． 会場名 最寄駅 荒本

派遣場所 所在地 最寄駅からの交通手段 徒歩

派遣形態 講演（オンライン）

４.報告書に関してのAPPLICホームページへの掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

40 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

　（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

577-8521　大阪府東大阪市荒本北

三木　浩平

大変よい

当初は、「地方公共団体の基幹業務等システムの統一・標準化」に関する内容のみの講演を依頼していたが、三木様からのご
提案により、自治体システム標準化を含めた実装環境、所管課の対応について、実例を交えながら非常に分かり易い講演をし
ていただいた。
更に、同じく三木様からのご提案で、講演とは別に情報部門の職員との意見交換会を開催していただき、当市がどのように進
めればよいか悩んでいる事項をテーマに、国が推進している取り組みについてアドバイスいただけた。
こうした支援の内容が、本市の求めていた以上のものであったため。

東大阪市役所　会議室

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

アドバイザー
への要望事項

特になし。

地域情報化アドバイザー制度活用報告書（１日目）

記

東大阪市

行政管理部

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

社会全体のデジタル・トランスフォーメーションが求められるなか、デジタル社会の実現に向けた重
点計画として「地方公共団体の基幹業務等システムの統一・標準化」が示されているが、移行するに
あたり、地方公共団体として、どのような点に注意して作業を進めればよいかがわからないといった
問題があった。

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

人数

職員

○掲載可

東大阪市荒本北一丁目1番1号

「地方公共団体の基幹業務等システムの統一・標準化」を計画的かつ効率的に推進していくことが求
められている。

「地方公共団体の基幹業務等システムの統一・標準化」をテーマに様々な事例を交えて、知識のない
職員に対しても分かり易い内容で講演を実施していただいた。また、情報部門の職員との意見交換会
では、当市がどのように検討を進めるべきか悩んでいる施策について、最近の動向を交えて方向性に
ついてアドバイスをいただいた。

講演を受講した多くの職員は、「地方公共団体の基幹業務等システムの統一・標準化」につき、具体
的なイメージを持てていなかったが、講演を受講したことにより、内容の理解が進んだように見受け
られた。
今回の講演が、今後の移行にあたり、どのような点に注意して作業を進めればよいかの理解促進に繋
がったと考えられる。



具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

６．地域情報化アドバイザー支援の様子

最も当てはまるものリストより選択下さい

最も当てはまるものをリストより選択下さい。

令和7年度までに、本市における全ての標準化対象事務について、標準準拠システムの利用がされて
いること。

④予算以外で、今後取組む事項がある

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

講演全体の満足度：満足・やや満足（81%）、普通（19%）、やや不満足・不満足（0%）
講演の内容：（やや）理解できた（97%）、（やや）理解できなかった（3%）
今後役に立つか：（やや）役立つ（100%）、（やや）役立たない（0%）

改善又は解決されなかった内容は特にないと考えているが、今回の支援により高めていただいた、職
員のシステム標準化にかかる知識・見解を、今後も継続して向上させることが重要であると考えてお
り、こうした動きを維持することで、令和7年度までに、本市における全ての標準化対象事務につい
て、標準準拠システムの利用がされていることが期待される。

⑥途中段階であり、具体的な成果物はできていない


